
紫雲会TIMES第2号が発行できた。「できた」というのが私の率直な感想だ。ただしこのできたのは、苦難、逆境を乗り越え、という意味合いでは
全くない。創刊号については松野会長の全面的なバックアップ、というか、率先垂範のおかげで私たちはついてゆくだけでよかったのに対し、今
号は基本的に紫雲会事務局長の多田さん、私、そして株式会社ムレコミュニケーションズの大高さんの3人で作り上げることができた、という意味
合いでの「できた」である。
驚いたのは、インタビューや原稿依頼などをお願いに足を運び、連絡を取り、ということをさせていただいた中、「一人も」嫌だ、面倒くさい、とい
う言葉が返ってきたことがなかったということだ。むしろ、名誉だ、自分でよいのか、という言葉をいただいたというのが実際であり、これこそが
高商OB、紫雲会の力だと改めて感じたところだ。慣れないことはしんどい、が、気持ちの良い達成感を味わうことができた。
直接お世話になった皆様は当然として、紫雲会役員の皆様、高松商業の生徒、教職員
の皆様、応援、ご協力、ありがとうございました。
次に作る喜びを味わうのはあなた！？
「同じアホなら踊らにゃソンソン！」仲間、絶賛募集中です。

2026 年 6月5日VOL.2 発行

紫雲会HPは
こちら▼

11 月 26 日（水）役員会
 1 月 20 日（火）役員会
 3 月 18 日（水）役員会

役員会及び理事･評議員会

会長　松野誠寛
副会長　國方美紀、中筋政人、齊藤良紀、松本静香、中橋政彦、木村構作
事務局長　多田健一郎
監査　穴吹忠義、矢野美奈子
学校事務局　谷畑祐二、田澤香緒里、大髙直土
〒760-0068　香川県高松市松島町 1-18-54　香川県立高松商業高等学校
TEL（087）833-1971　　FAX（087）862-3229

紫雲会本部（事務局）

支部長　堀　眞英
副支部長　成田親王
事務局長　丸尾恭久
〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町1丁目1-12プラザANSビル7F
（株）全日警ビルサービス内　　堀　眞英
TEL（03）5820-9123　　FAX（03）5820-9124

紫雲会東京支部（事務局）
支部長　外山公一
副支部長　國宗勝彦
副支部長兼事務局長　大森　茂
副支部長兼会計　岡田忠義
〒663-8224 西宮市今津真砂町1-23-106
TEL（080）3106-1932

紫雲会大阪支部（事務局）

  4 月 25 日（土）理事･評議員会
  6 月 14 日（日）大阪支部総会
　　　　　　 　 場所：大成閣 12:00～
  6 月 28 日（土）紫雲会総会（幹事団：平成 16 年卒）
　　　　　　 　 場所：ホテルパールガーデン 11:30～
  7 月 11 日（土）東京支部総会
　　　　　　 　 場所：KKR ホテル東京 12:00～
  7 月 24 日（金）第 2 回みんなの同窓会
　　　　　　 　 場所：JR ホテルクレメント高松 1F
　　　　　　　　　　   レストラン『ヴァン』19:00～
11 月   7 日（土）第 2 回紫雲会ゴルフコンペ
　　　　　　 　 場所：グランドカントリークラブ 7:50～
11 月   7 日（土）第 7 回女子会
　　　　　　 　 場所：仏生山カフェ・ド・りの 11:30～
 3 月　卒業生紫雲会入会式及び卒業式
＊紫雲会 TIMES 作成の都合により、各年 3月末時点での行事報告及び
　予定としております

行事予定（役員会は除く）

10 月 2 日（土）第 6 回女子会　　 　場所：大阪万博バスツアー
 3 月 3 日（火）卒業生紫雲会入会式　場所：本校北体育館
 3 月 4 日（水）卒業式　　　　　　　場所：本校北体育館

紫雲会行事

 6 月 14 日（土）大阪支部総会　場所：大成閣　　
 7 月  5 日（土）東京支部総会　場所：KKR ホテル東京
 9 月 21 日（日）紫雲会総会　　場所：ホテルパールガーデン
　　　　　　　　（幹事団：平成 14、15 年卒）

本部・支部総会

令和 8年度　紫雲会組織

令和 7年度事業報告
（2025 年 9 月 1 日～ 2026 年 3 月 31 日）

令和 8年度事業計画
（2026 年 4 月 1 日～ 2027 年 3 月 31 日）

編集責任者　左から 多田健一郎（H5年卒、紫雲会事務局長）
 齊藤　良紀（S56 年卒、紫雲会副会長）

大高　裕之（H4年卒、ムレコミュニケーションズ）

編集後記

（令和 8 年より 4/1～3/31　期の変更しています。）

高松商業
高等学校
高松商業高等学校同窓会紫雲会会報誌

volume
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本
校
を
語
る
際
に
よ
く
耳
に
す
る
こ
の
言
葉
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
高
商
を
表
し
て
い

ま
す
。
全
国
大
会
で
は
、
今
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
サ
ッ
カ
ー
部
の
出
場
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
の
女
子
個
人
準
優
勝
や
弓
道
部
の
女
子
団
体
三
位
、
ビ
ジ
ネ
ス
計
算
個
人
三
位
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
結
果
は
部
活
動
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
進

学
・
就
職
と
も
に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
高
商
で
大
き
く
成
長
し
、
次
な
る
進
路
へ
と

進
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
三
年
ま
た
は
四
年
間
で
大
き
く
成
長
し
ま
す
。
卒
業

後
も
高
商
で
の
経
験
を
糧
に
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
て
、
こ
の
事
実
は
紫
雲
会

会
員
の
皆
様
方
が
証
明
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
教
職
員
は
、校
歌
に
あ
る
「
希

望
の
高
嶺
」
に
届
く
よ
う
生
徒
を
指
導

し
、
今
後
も
活
力
あ
る
高
商
を
築
い
て

い
き
ま
す
。
先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
後
輩
た
ち
を
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　

校長 吉田 稔

就
職
も
進
学
も
で
き
る
高
商
、
部
活
の
高
商

昭和 46年卒
紫雲会会長 松野 誠寛

　

万
歳
!!!
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
2
号
が
み
な
さ
ま
の
と
こ

ろ
へ
こ
う
し
て
届
き
、
大
勢
か
ら
大
変
な
賞
賛
を

頂
い
て
い
ま
す
。
第
1
号
は
創
刊
号
で
す
か
ら
、

勢
い
だ
け
で
出
来
ま
し
た
が
、
正
常
に
戻
っ
た
後

の
継
続
号
の
発
行
は
大
変
だ
っ
た
と
拝
察
し
ま

す
。
齊
藤
良
紀
副
会
長
、
多
田
健
一
郎
事
務
局
長

ら
、
大
変
な
ご
苦
労
で
し
た
。

　
さ
て
2
号
は
、
ご
覧
の
よ
う
に「
サ
ッ
カ
ー
部
」

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
野
球
部
と
並
び
、
高
松
商

の
あ
ゆ
み
と
共
に
今
日
ま
で
校
史
を
紡
い
で
来
ま

し
た
。
今
日
、
大
変
苦
戦
し
て
い
る『
カ
マ
タ
マ
ー

レ
讃
岐
』も
高
松
商
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
連
が
母
体

と
な
っ
て
発
足
し
、
現
在
は
高
松
商
Ｏ
Ｂ
の
増
田

勝
氏
が
社
長
と
し
て
舵
取
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
不
毛
の
地
と
言
わ
れ
る
香
川
県
で
、
プ
ロ

チ
ー
ム
を
率
い
る
苦
労
は
如
何
か
と
お
察
し
申
し

上
げ
ま
す
。
紙
面
に
は
そ
ん
な
弱
音
は
微
塵
も
窺

い
し
れ
ま
せ
ん
が
、と
に
か
く
前
向
き
に
ゴ
ー
ル
を

目
指
す
だ
け
で
す
。

　

私
は
そ
の
後
縁
が
あ
り
ま
し
て
、『
出
作
熊
野

神
社
』の
責
任
役
員
を
し
て
お
り
ま
す
。
共
通
す

る
と
こ
ろ
は『
八
咫
烏（
や
た
が
ら
す
）』で
す
。
神

社
経
営
も
氏
子
離
れ
が
続
き
、
大
苦
戦
し
て
い
ま

す
。一か
ら
足
元
を
見
直
し
、
立
ち
位
置
を
整
え
て

臨
ん
で
い
ま
す
。

紫
雲
会
T
I
M
E
S

2
号
発
行

　
今
は
無
き
「
高
商
会
館
」
に
高
松

商
業
の
90
年
の
歴
史
を
「
資
料
室
」

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？
生
い
立
ち
を
簡
単
に
時

系
列
で
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
昭
和
31
年
（
1
9
5
6
年
）
9
月

に
落
成
。
戦
後
の
母
校
、
高
松
商

業
の
「
中
興
の
祖
」
と
言
わ
れ
た

岡
本
久
治
校
長
や
卒
業
生
、
P
T
A
が
創
立
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
3
階
建
で「
高
商
会
館
」を
建
設
し
た
。
内
部
は
時
代
の
要
請
で
、柔
剣
道
場・

茶
華
道
の
稽
古
場
・
合
宿
所
・
卓
球
場
・
同
窓
生
の
集
会
場
・
食
堂
な
ど
に
使
わ
れ
た
。

②
平
成
2
年
（
1
9
9
0
年
）
11
月
に
、
創
立
90
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
3
階

に
「
資
料
室
」
が
開
設
さ
れ
た
。

　
壁
面
に
は
先
輩
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
書
」・「
絵
画
」・「
写
真
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
は
貴
重
な
「
書
物
」・「
記
念
品
」
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
紫
雲
会
の

資
料
も
整
理
整
頓
さ
れ
て
い
た
。

③
平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）
1
月
、「
高
商
会
館
」
閉
館
し
、
解
体
。
惜
し
ま
れ
つ

つ
新
校
舎
改
築
計
画
実
施
に
伴
い
59
年
間
で
活
躍
の
場
に
別
れ
を
告
げ
た
。

　
資
料
室
は
横
山
賢
治
校
長
先
生
の
ご
理
解
と
、
紫

雲
会
の
齊
藤
和
良
元
会
長
、
真
鍋
健
彦
会
長
ら
の

ご
尽
力
で
西
館
4
階
教
室
に
移
設
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
資
料
移
動
や
整
理
に
は
田
山
棟
信
元
校
長

と
穴
吹
忠
義
先
生
が
率
先
垂
範
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
紫
雲
会
会
員
の
ひ
と
り
と
し
て
要
望
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
資
料
室
の
貴
重
な
、
高
商
の
財
産
を
、
再
度
、
公

の
場
に
展
示
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
学
校
関
係
の

皆
さ
ん
の
英
知
を
集
め
、
願
わ
く
ば
、
令
和
12
年

（
2
0
3
0
年
）
の
母
校
創
立
1
3
0
周
年
に
記
念
事

業
と
し
て
「
高
商
歴
史
館
」
と
し
て
内
容
を
よ
り
充

実
し
て
開
館
で
き
れ
ば
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
「
伝
統
に
は
無
限
の
力
が
働
く
」（
司
馬
遼
太
郎
）

資
料
室
の
復
活
を
！

和田 憲明

　
私
は
本
校
平
成
21
年
の
卒
業
生
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
よ
り
本
校
に
て
保
健
体
育
科

教
員
と
し
て
勤
務
し
、
本
年
度
で
11
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
７
年
度
よ
り
、

紫
雲
会
の
校
内
幹
事
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
紫
雲
会
の
活
動
を
通
し
て
、
O
B
・
O
G

の
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
や
、
在
校
生
に
対
す
る
温
か
く
幅
広
い
ご
尽
力
を
実
感
し
て

お
り
ま
す
。
私
は
現
在
、
柔
道
部
の
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
母
校
で
部
活
動
を

指
導
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
教
員
を
志
し
、そ
の
念
願
が
叶
い
、大
変
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
全
国
大
会
へ
出
場
し
た
際
に
は
、
多
大
な
る
ご
声
援
と
ご
支

援
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
同
窓
の
職
員
の
一
人
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
母
校
の
発
展
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

母
校
と
と
も
に
歩
む
日
々

昭和 43年卒　前校外幹事

大高 直土
平成 21年卒　校内幹事

▲高商会館落成▲高商会館　資料室

公益財団法人紫雲奨学会
１　事業種別
奨学金事業及び課外活動助成事業

２　事業目的
　当法人は、学術優秀、品行方正でありながら経済的理由により修学困難な学生
に対する奨学援護に関する事業を行うことで社会的有用な人材を養成すること及
び国際理解教育の推進、スポーツの振興及び文化及び芸術の発展に寄与すること
を目的とする。

３　令和７年度公益事業の実績
(1) 奨学金の給付事業　　　　　　　　　　　　　　年間総額　１，０８０，０００円
　・高松商業高校在学生　各学年３名
　　　　月額１０，０００円　×　９名　×　１２か月
　 ※返済の必要のない「給付型」の奨学金です。「給付実績：累計199名（2026年3月末時点）

(2) 生徒の課外活動に関する助成事業　　　　　　　年間総額　３，２７７，６２０円
　　①全国大会出場助成　　　　１，８０５，０００円
　　　インターハイ等全国大会参加者３６１人に１人当たり５千円を助成
　　　　７月、９月、１２月、２月に贈呈式を実施
　　②マイクロバスへの助成　　　 ５００，０００円
　　　部活動等で使用するマイクロバス（２台）の自動車保険、点検料等の費用を助成
　　③備品助成　　　　　　　　　 ９７２，６２０円
　　　部活動に備品を助成（AED、PC、ポータブルアンプ、柔道マットなど）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  合　計　４，３５７，６２０円

みなさまのあたたかいご支援をお待ちしています

　常日頃より紫雲奨学会の活動にご理解とご協力を賜り心より感謝申し上げます。
紫雲奨学会では、経済的理由で高商生の明るい未来を閉ざさぬよう、みなさまにご支援ご寄付をお願い
しています。当財団の目的に賛同し、事業運営にご協力いただける方は、ぜひ事務局にご一報ください。
加入申込書をお送りいたします。

　年会費　　個人会員　　１口　　３千円
　　　　　　法人会員　　１口　　３万円

※当財団は税額控除対象の公益法人に認定されています。

所在地：香川県高松市松島一丁目 18 番 54 号
　　　　香川県立高松商業高等学校内
　　　　TEL　087-833-1971

ホームページ：http://www.shiun-syougakukai.com/index.html

全国大会出場助成金贈呈式の記念写真

紫雲奨学会理事長
中筋政人

（昭和51年卒）

ご
あ
い
さ
つ

令和 7 年度寄付金総額　 2,418,000 円（181 件）
　　　皆様からのご厚志に感謝いたします。

未来をあきらめない高商生を、あなたと支える !

02 01紫雲会TIMES vol.2紫雲会TIMES vol.2



右
端
　
現
高
商
サ
ッ
カ
ー
部
監
督

川
原
寅
之
助
氏

高
松
商
業
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
。
そ
の
伝
統
は
部
活
動
の
枠
を
超
え
、
香
川
県
初
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
」誕
生
の
源
流
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
高
商
サ
ッ
カ
ー
部
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
伝
説
の
監
督
・
山
下
氏
、ク

ラ
ブ
の
礎
を
築
い
た
熱
き
政
治
家
・
住
谷
氏
、そ
の
志
を
継
承
す
る
現
社
長
・
増

田
氏
の
3
名
が
集
結
。
世
代
を
超
え
た
高
商
サ
ッ
カ
ー
部
の
O
B
た
ち
が
思
い
出

を
交
え
て
語
る
、Ｊ
へ
の
挑
戦
と
1
0
0
年
先
へ
繋
ぐ
バ
ト
ン
！

〝
高
商
サ
ッ
カ
ー
〞へ
の
純
粋
な
憧
れ

野
球
少
年
た
ち
が
蹴
球
を
追
っ
た
理
由

山
下
：
中
学
で
は
野
球
部
で
ね
。
高
商
で
も
し
ば
ら
く
続

け
て
い
ま
し
た
が
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
な
い
と
早
々
に
悟
っ
て
、

当
時
兄
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
先
生
の
縁
で
サ
ッ
カ
ー
部

に
入
り
直
し
た
ん
で
す
。
卒
業
後
は
大
学
で
教
員
免
許
を

取
っ
て
帰
郷
し
、
通
算
22
年
監
督
を
務
め
ま
し
た
。
本
当

に
好
き
な
よ
う
に
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
生
徒
た
ち
に
は
迷

惑
か
け
ま
し
た（
笑
）

住
谷
：
山
下
さ
ん
と
は「
高
商
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
」で
一
緒
に
プ

レ
ー
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
ね
。
私
も
中
学
で
は
野
球
部
。

病
気
を
機
に
サ
ッ
カ
ー
部
に
転
身
し
て
、こ
ん
な
お
も
し

ろ
い
競
技
が
あ
る
の
か
、一
生
辞
め
ら
れ
ん
ぞ
！
と
高
商

サ
ッ
カ
ー
部
へ
。
よ
く
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
先
輩
方
に
は
、

増
田
君
の
お
父
さ
ん
も
い
て
ね
。
熱
血
漢
だ
っ
た
あ
の
人

が
生
き
て
い
た
ら
、
も
っ
と
早
く
J
リ
ー
グ
チ
ー
ム
が
で
き

て
い
た
は
ず
。
今
、
増
田
君
が
社
長
に
な
っ
て
す
ご
く
喜
ん

で
い
る
と
思
う
よ
。

増
田
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
小
さ
い
頃
は
野

球
が
好
き
で
し
た
が
、
父
が
も
の
す
ご
い
サ
ッ
カ
ー
狂
で
無

理
や
り
ボ
ー
ル
を
蹴
ら
さ
れ
て（
笑
）
高
商
サ
ッ
カ
ー
部
の

高
松
商
業
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
。
そ
の
伝
統
は
部
活
動
の
枠
を
超
え
、
香
川
県
初
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
」誕
生
の
源
流
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
高
商
サ
ッ
カ
ー
部
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
伝
説
の
監
督
・
山
下
氏
、ク

ラ
ブ
の
礎
を
築
い
た
熱
き
政
治
家
・
住
谷
氏
、そ
の
志
を
継
承
す
る
現
社
長
・
増

田
氏
の
3
名
が
集
結
。
世
代
を
超
え
た
高
商
サ
ッ
カ
ー
部
の
O
B
た
ち
が
思
い
出

を
交
え
て
語
る
、Ｊ
へ
の
挑
戦
と
1
0
0
年
先
へ
繋
ぐ
バ
ト
ン
！

〝
高
商
サ
ッ
カ
ー

野
球
少
年
た
ち
が
蹴
球
を
追
っ
た
理
由

山
下
：

け
て
い
ま
し
た
が
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
な
い
と
早
々
に
悟
っ
て
、

当
時
兄
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
先
生
の
縁
で
サ
ッ
カ
ー
部

に
入
り
直
し
た
ん
で
す
。
卒
業
後
は
大
学
で
教
員
免
許
を

取
っ
て
帰
郷
し
、
通
算

に
好
き
な
よ
う
に
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
生
徒
た
ち
に
は
迷

惑
か
け
ま
し
た（
笑
）

住
谷
：

レ
ー
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
ね
。
私
も
中
学
で
は
野
球
部
。

病
気
を
機
に
サ
ッ
カ
ー
部
に
転
身
し
て
、こ
ん
な
お
も
し

ろ
い
競
技
が
あ
る
の
か
、一
生
辞
め
ら
れ
ん
ぞ
！
と
高
商

サ
ッ
カ
ー
部
へ
。
よ
く
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
先
輩
方
に
は
、

増
田
君
の
お
父
さ
ん
も
い
て
ね
。
熱
血
漢
だ
っ
た
あ
の
人

が
生
き
て
い
た
ら
、
も
っ
と
早
く
J
リ
ー
グ
チ
ー
ム
が
で
き

て
い
た
は
ず
。
今
、
増
田
君
が
社
長
に
な
っ
て
す
ご
く
喜
ん

で
い
る
と
思
う
よ
。

増
田
：

球
が
好
き
で
し
た
が
、
父
が
も
の
す
ご
い
サ
ッ
カ
ー
狂
で
無

理
や
り
ボ
ー
ル
を
蹴
ら
さ
れ
て（
笑
）

高商からJの舞
台へ―【特別対談

】 受け継がれる

母校のDNA
と、未来への挑

戦

試
合
を
見
て
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、一
番
の
憧
れ
は
高
商
の
先

輩
た
ち
で
し
た
。
山
下
先
生
に
は
、
監
督
と
し
て
も
担
任
と

し
て
も
お
世
話
に
な
り
…
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
怖
か
っ
た
で
す
が

（
笑
）
あ
の
厳
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
人
生
が
あ
り

ま
す
。

住
谷
：
山
下
さ
ん
は
恐
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
私
た
ち
が

現
役
の
頃
も
鬼
監
督
が
い
て
、
普
段
は
お
っ
か
な
い
の
に
正

月
に
は
教
え
子
が
み
ん
な
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
ん
な
魅
力
が

山
下
さ
ん
に
も
あ
り
ま
し
た
。何
よ
り
、勝
た
す
魔
力
を
持
っ

て
い
た
よ
ね
。

山
下
：
い
や
い
や
、
内
情
は
ね
。
決
勝
戦
の
場
に
車
で
向
か
っ

て
い
る
時
、
赤
信
号
で
止
ま
る
と
心
臓
の
鼓
動
が
聞
こ
え
る

ほ
ど
緊
張
し
て
い
た
ん
で
す
。
で
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
選
手
た

ち
の
顔
を
見
た
ら〝
大
丈
夫
や
、
勝
て
る
〞と
。
選
手
た
ち
が

本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

香
川
に
Ｊ
を
―
。
母
校
の
誇
り
を
胸
に

挑
ん
だ
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
へ
の
道

山
下
：
転
機
は
93
年
の「
東
四
国
国
体
」で
す
。
私
は
強
化

委
員
長
と
し
て
全
国
か
ら
有
力
選
手
を
集
め
ま
し
た
が
、
新

チ
ー
ム
で
県
リ
ー
グ
の
3
部
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
と
大
会
に
間
に
合
わ
な
い
。
そ
こ
で
、

四
国
リ
ー
グ
に
い
た「
高
商
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
」に

選
手
ら
を
加
え
て
ほ
し
い
と
頼
み
込
ん
で
ね
。

当
然
猛
反
対
を
く
ら
い
ま
し
た
が
、
高
商
の

名
を
外
し
て「
香
川
紫
雲
Ｆ
Ｃ
」に
改
名
す

る
こ
と
で
了
承
を
得
た
。
ち
ょ
う
ど
Ｊ
リ
ー

グ
が
誕
生
し
た
年
で
、
今
の
チ
ー
ム
の
原
型

と
も
言
え
ま
す
。
そ
の
後
、
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
理
事
を
し
て
い
る
時
に
J
リ
ー
グ
が

な
い
県
は
冷
遇
さ
れ
る
と
知
り
、
香
川
に
も

作
ら
な
い
か
ん
と
な
っ
て
。一
番
に
思
い
浮
か

ん
だ
の
が
、も
う
何
十
年
も
会
っ
て
い
な
か
っ

た
住
谷
君
。
あ
の
時
の
自
分
を
褒
め
た
い
で

す
よ
！

住
谷
：
当
時
、
私
に
は
市
議
会
議
員
と
し
て

街
づ
く
り
の
構
想
が
あ
り
ま
し
た
。
都
会
で

は
週
末
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
明
日

か
ら
の
仕
事
を
頑
張
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が

あ
る
が
、香
川
の
若
者
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
。

若
者
が
住
み
た
い
と
思
う
街
に
す
る
た
め
に

は
、
プ
ロ
チ
ー
ム
が
必
要
だ
と
。
ま
た
、
長

年
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
携
わ
っ
て
き
た
の
で
、

子
ど
も
た
ち
が〝
お
ら
が
チ
ー
ム
〞で
活
躍

で
き
る
環
境
を
作
り
た
か
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー

を
想
う
気
持
ち
と
街
を
想
う
気
持
ち
、
そ

し
て
子
ど
も
を
想
う
気
持
ち
が
、
山
下
さ
ん

と
ぴ
っ
た
り
重
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
増

田
君
に
も
声
を
掛
け
て
ね
。

増
田
：
は
い
、
住
谷
先
輩
に
ご
は
ん
食
べ
に

行
こ
う
と
誘
わ
れ
て（
笑
）
サ
ッ
カ
ー
自
体

は
大
学
で
辞
め
て
い
ま
し
た
が
、
家
業
を
継
ぐ

た
め
に
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
た
後
に
帰
郷
し
、
住

谷
先
輩
が
会
長
を
務
め
る
後
援
会
の
会
計
監

査
を
し
て
い
ま
し
た
。「
プ
ロ
を
目
指
す
か
ら

手
伝
っ
て
く
れ
」と
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
時
の
こ

と
は
、
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
取
締
役

に
入
っ
た
の
は
、
会
社
を
設
立
し
た
08
年
か
ら

で
す
。

住
谷
：
そ
う
そ
う
、
設
立
時
は
本
当
に
大
変
で

ね
。
金
も
人
も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
い
、
走
り
な
が

ら
考
え
よ
う
と
。
知
り
合
い
ば
か
り
回
っ
て
出

資
を
集
め
て
…
ド
ブ
に
捨
て
た
つ
も
り
で
返
っ

て
こ
ん
と
思
っ
て
く
れ
！
と（
笑
）
そ
れ
で
も
、

香
川
の
た
め
に
皆
が
出
し
て
く
れ
た
。
約
10

年
で
J
へ
上
が
れ
た
の
は
最
短
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

「
カ
マ
タ
マ
は
お
ら
が
チ
ー
ム
だ
」

次
世
代
へ
と
バ
ト
ン
を
繋
げ
！

増
田
：
社
長
交
代
は
急
遽
で
し
た
が
、
ず
っ
と

ク
ラ
ブ
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
愛
情
は
誰
よ
り

も
強
い
。
就
任
し
た
ら
こ
う
し
た
い
、
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
も
描
い
て
い
ま
し
た
。今
年
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、
J
リ
ー
グ
も

秋
春
制
に
移
行
し
ま
す
。
１
年
目
は
正
直
難

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
若
い
選
手
が
ど
ん
ど
ん

成
長
中
な
の
で
楽
し
み
は
大
き
い
で
す
。

住
谷
：
目
標
は
大
き
い
ほ
ど
い
い
。
J
１
と
い

う
目
標
は
、
ま
さ
に
百
年
構
想
。
我
々
の
代
だ

け
で
な
く
、
次
々
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く

仕
事
で
す
。
も
っ
と
地
域
に
根
差
し
て
地
べ
た

を
固
め
て
い
け
ば
、
１
０
０
年
後
に
は
ア
ジ
ア

を
目
指
せ
る
チ
ー
ム
に
き
っ
と
な
れ
る
。
高
商

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
諦
め
な
い
こ
と
。
車
い
す
の
監
督

で
知
ら
れ
る
羽
中
田
さ
ん
も〝
諦
め
な
け
れ
ば

夢
は
叶
う
〞と
言
っ
て
い
て
、
我
々
も
そ
の一
心

で
香
川
に
J
を
作
っ
た
ん
で
す
。〝
カ
マ
タ
マ
は

お
ら
が
チ
ー
ム
だ
〞と
、み
な
さ
ん
に
応
援
し

て
も
ら
い
た
い
。

山
下
：
野
球
で
も
サ
ッ
カ
ー
で
も
、
高
商
が
活

躍
し
な
い
と
盛
り
上
が
ら
な
い
ほ
ど
み
ん
な
高

商
が
好
き
。
現
役
の
諸
君
に
は
ぜ
ひ
頑
張
っ
て

ほ
し
い
。
増
田
新
社
長
に
な
っ
て
、
よ
い
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

増
田
：「
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
」は
育
成
型
ク
ラ

ブ
と
し
て
地
元
密
着
に
理
念
を
置
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
は
ブ
レ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
て

る
場
に
し
た
い
。
母
校
の
高
商
か
ら
一
人
で
も

多
く
の
選
手
を
、
そ
し
て
香
川
か
ら
日
本
代

表
選
手
を
輩
出
し
て
い
き
た
い
。
受
け
取
っ
た

バ
ト
ン
を
し
っ
か
り
と
繋
い
で
い
き
ま
す
。

山下 憲一 氏
1949年生まれ。高商の教員として勤務すると共に、高商
OBクラブの主力メンバーに。高商サッカー部監督も歴任し、
第63回全国高等学校サッカー選手権大会から11年連続出
場を果たすなど黄金時代を築いた。教え子からは山憲（ヤマ
ケン）の愛称で親しまれ、香川県サッカー協会でも要職を歴
任。2002年W杯を機に地元のJリーグチーム発足に尽力す
るなど、伝説の監督として香川のサッカー界を牽引し続ける。

住谷 幸伸 氏
1954年生まれ。高商サッカー部で全国高校総体に3年連続
出場し、3年次は主将を務めた。卒業後は高商OBクラブの
主力として、四国リーグ創設期を支えるなど競技に貢献。
1995年より高松市議を4期16年務め、議長在任中の2011
年、プロスポーツクラブ代表へと異例の転身を果たす。スポー
ツによる街づくりを信念に、Jリーグ昇格と経営基盤の確立に
尽力。数々の経験を活かし、現在も社会起業家として活躍中。

増田 勝 氏
1970年生まれ。高商サッカー部では山下監督の指導を受け、
3年次は監督が担任も務めるという深い師弟関係のもとで汗
を流した。大学卒業後は大手メーカー勤務を経て、1999年
に香川へ帰郷。高商OBクラブの運営に携わりながら、2008
年よりカマタマーレ讃岐の経営に参画。2025年4月、池内氏
の後任として代表取締役社長に就任。アカデミーの設立にも
尽力し、香川の子どもたちにサッカーの楽しさを伝える。

終
戦
後
に
復
活
し
た
我
が
蹴
球
部（
当

時
）は
四
国
で
最
も
古
く
、
戦
後
初
で

あ
ろ
う
全
国
大
会
で
は
、
染
料
で
染
め

た
手
製
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
戦
い
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
は
大
日
本
印
刷
に
入
っ
て

各
国
を
巡
り
ま
し
た
が
、
対
日
感
情
の

厳
し
い
国
で
も
言
葉
を
超
え
て
や
っ
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
蹴
球
が
あ
っ
た
か
ら
。

何
よ
り
、
日
本
中
が
食
う
や
食
わ
ず
の

時
代
に一
緒
に
な
っ
て
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た

O
B
た
ち
が
い
た
か
ら
で
す
。
高
商
サ
ッ

カ
ー
部
の
長
い
歴
史
と
諦
め
な
い
根
性

を
、
繋
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

【
山
本
修
氏（
昭
和
24
年
卒
）か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
】
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紫
雲
会
の
高
松
支
部
・
東
京
支
部
・
大
阪
支
部
の
皆
様
よ
り
紫
雲
会
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭和 50年卒

株式会社ナイスタウン　
代表取締役社長
四国商工会議所女性会
連合会会長

吉田 洋子

　

卒
業
か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　

在
学
中
に
、
現
在
紫
雲
会
会
長
を
お
務
め
の
松
野

さ
ん
が
教
育
実
習
に
い
ら
し
た
こ
と
も
、
今
で
は
懐

か
し
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
で
す
。
当
時
、
陸
上
部
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
汗
を
流
し
、
培
っ
た
「
最
後
ま
で
走

り
切
る
」
精
神
は
、
そ
の
後
の
私
の
人
生
を
幾
度
と

な
く
支
え
て
く
れ
る
羅
針
盤
と
な
り
ま
し
た
。

　

亡
き
夫
が
創
業
し
た
情
報
関
連
会
社
を
引
き
継

ぎ
、
早
い
も
の
で
10
年
が
経
ち
ま
す
。
弊
社
は
、
タ

ウ
ン
情
報
誌
の
発
刊
や
W
E
B
制
作
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
運
用
な
ど
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
本
年
、
創
業
50
周
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
ま
す
。
ま
た
現
在
は
、
四
国
商
工
会
議
所
女
性

会
の
会
長
も
仰
せ
つ
か
り
、
地
域
の
発
展
に
も
微
力

な
が
ら
尽
く
し
て
お
り
ま
す
。
日
々
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
時
代
に
対
応
し
な
が
ら
歩
ん
で
こ
れ
た
の

は
、
母
校
で
培
っ
た
不
屈
の
精
神
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
期
の
皆
様
も
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
充
実
し
た

日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
い

つ
か
気
兼
ね
な
く
語
り
合
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

昭和 51年卒

有限会社わかまつ食品
代表取締役会長

若松 茂行

　
物
心
つ
い
た
時
か
ら
、
私
の
心
に
は
常
に
高
商
が

あ
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
高
商
野
球
部
へ
の
憧
れ
は

強
く
、
中
学
三
年
の
進
路
指
導
で
は
「
無
理
だ
」
と

断
言
さ
れ
ま
し
た
が
、
他
の
選
択
肢
は
考
え
ら
れ
ず
、

初
志
貫
徹
。
熱
意
と
根
性
だ
け
を
武
器
に
、
念
願
の

高
商
生
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
野
球
部
は
応
援
専
門
で
し
た
が
、
縁
あ
っ
て
生
物

部
に
所
属
。
夏
の
二
泊
三
日
の
合
宿
を
は
じ
め
、
三

年
間
は
「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
思
い
出
し
か
な
い

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
阪
の
大
学

へ
進
学
後
も
、「
高
松
商
業
」
の
名
は
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。

　
社
会
人
と
な
り
一
度
は
落
ち
着
い
た
高
商
へ
の
思

い
も
、
県
内
を
営
業
で
回
る
中
で
高
商
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
温
か
さ
に
触
れ
、
再
び
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。

以
来
、「
高
商
O
B
」
を
誇
り
に
、
公
私
と
も
に
充
実

し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
次
代
を
担

う
若
い
世
代
が
自
然
と
集
え
る
紫
雲
会
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
は
、
時
代
に
応
じ
た
工
夫
や
変
化
も
必
要

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
姿
に
な
ろ
う

と
も
、
私
の
高
商
へ
の
愛
情
だ
け
は
、
こ
れ
か
ら
も

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
度
は
、
私
と
父
が
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
高

商
な
ら
び
に
紫
雲
会
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
父
は
在
学
中
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

通
し
て
、
多
く
の
師
や
友
と
出
会
い
、
そ
の
経
験
を

礎
と
し
て
人
生
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
卒
業
後

も
紫
雲
会
を
通
じ
て
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
温
か
い
交

流
の
中
で
支
え
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
自
身
も

ま
た
、
同
じ
学
び
舎
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ

て
多
く
の
こ
と
を
教
わ
り
、
人
と
し
て
の
基
盤
を
築

く
と
と
も
に
、
紫
雲
会
の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
先

輩
方
か
ら
貴
重
な
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。

　
本
年
、
父
は
他
界
い
た
し
ま
し
た
が
、
生
前
は
高

商
や
紫
雲
会
へ
の
深
い
感
謝
の
思
い
を
折
に
触
れ
て

語
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
お
か
げ
さ
ま
で
父
と
私

が
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
会
社
も
本
年
創
業
百
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

高
商
で
培
っ
た
教
え
と
、
皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
の
賜

物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
親
子
二
代
に
わ
た

り
温
か
く
導
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
高
松
商
業
高
等
学
校
お
よ

び
紫
雲
会
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
高
松
商
業　
こ
ん
な
に
沢
山
の
方
か
ら
愛
さ
れ
る

魅
力
あ
る
学
校
が
あ
る
で
し
ょ
う
か　
私
自
身
、
大

人
に
な
っ
て
こ
の
事
を
感
じ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
、
私
は
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
受
付
の
お
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
先
日
、
新
卒
の
後
輩
が
入
社
し
初
め

て
の
教
育
係
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
８
月
よ
り
、
高
松
の
魅
力
を
県
内
外
へ
Ｐ
Ｒ

す
る
『
第
17
代
高
松
ゆ
め
大
使
』
と
し
て
活
動
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
滋
賀
県
彦
根
市
の
『
ひ
こ
ね

の
城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
』
や
、豪
華
客
船
『
三
井
オ
ー

シ
ャ
ン
フ
ジ
』
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
、
仏
生
山
大
名

行
列
で
は
姫
役
で
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
塩
江
町

の
観
光
動
画
で
は
、
美
し
い
森
の
中
で
神
秘
的
な
映

像
の
撮
影
に
出
演
し
た
り
と
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
何
事
に
も
物
怖
じ
せ
ず
、
新
し
い
事
に
挑
戦
し
て

い
く
所
は
高
商
時
代
に
接
し
て
下
さ
っ
た
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
先
生
方
、
自
由
で
社
交
的
な
校
風
の
中
で
育
て

ら
れ
た
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
商
の

卒
業
生
と
し
て
、
見
守
り
、
見
守
ら
れ
な
が
ら
地
元

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 令和 3年卒

第 17代高松ゆめ大使
長谷川 舞由

高
松
支
部
だ
よ
り

母
校
の
誇
り
と
と
も
に
生
き
る

私
の
大
切
な
場
所

高
松
商
業
高
等
学
校
と
紫
雲
会
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
生
高
商

平成 24年卒

高松信用金庫　
業務推進部係長　
マネーアドバイザー

小西 未来

　

わ
た
し
が
高
商
を
卒
業
し
て
高
松
信
用
金
庫
に
就

職
し
て
か
ら
13
年
が
経
ち
ま
し
た
。
新
人
時
代
、
社

会
経
験
が
少
な
い
中
で
大
卒
の
同
期
た
ち
と
肩
を
並

べ
て
働
く
の
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
銀

行
業
務
に
つ
い
て
学
ぶ
毎
日
は
新
鮮
で
楽
し
く
ま

た
、
高
商
で
学
ん
だ
簿
記
の
知
識
を
実
務
に
生
か
す

こ
と
で
即
戦
力
に
な
れ
て
い
た
実
感
が
あ
り
ま
し

た
。
窓
口
業
務
で
は
日
々
た
く
さ
ん
の
お
客
様
と
お

話
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
お
客
様
の
中
に
は
高

商
O
B
や
お
子
様
が
高
商
生
と
い
う
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
そ
こ
か
ら
お
話
が
盛
り
上
が
っ
て
ご

来
店
の
た
び
に
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
卒
業
し
た
今
も
高
商
の
絆
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
特
に
高
商
が
甲
子
園
に

出
場
し
た
と
き
に
ロ
ビ
ー
の
テ
レ
ビ
の
前
で
職
員
も

お
客
様
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
熱
い
応
援
を
し
た
こ

と
は
今
で
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
当
庫
に
も
大
橋
理
事
長
を
は
じ
め
高
商

出
身
の
職
員
が
多
く
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
同
じ
会

社
で
働
く
先
輩
が
活
躍
し
て
い
る
！
後
輩
が
頑
張
っ

て
い
る
！
と
い
う
こ
と
は
わ
た
し
に
と
っ
て
と
て

も
心
強
く
、
い
つ
も
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
皆
様
を
応
援
で
き
る
存
在
に
な
れ
る

よ
う
、
高
商
魂
を
忘
れ
ず
職
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

昭和 54年卒

高校教員
岡 俊博

　
母
校
高
松
商
業
高
校
陸
上
部
へ
の
入
部
当
初
、
腹
筋
運
動
が

30
回
ほ
ど
し
か
で
き
ず
、
先
輩
方
と
筋
力
の
差
を
強
く
感
じ
、

悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ

て
、
毎
日
、
部
活
動
と
自
宅
に
お
い
て
、
本
気
で
少
し
ず
つ
の

積
み
重
ね
か
ら
50
回
、
1
0
0
回
と
数
多
く
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
自
分
で
も
筋
力
や
体
力
が
少
し
ず
つ
つ
い
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
て
、
強
い
自
信
と
な
り
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

日
々
の
少
し
の
努
力
の
積
み
重
ね
か
ら
、
筋
力
や
脚
力
が
つ
く

な
ど
身
体
的
な
面
か
ら
記
録
も
向
上
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
記
録
の
向
上
か
ら
精
神
面
に
お
い
て
も
「
で
き
る
、
で
き

な
い
と
考
え
る
よ
り
、
本
気
で
そ
の
気
に
な
っ
て
や
れ
ば
、
で

き
る
。
で
き
な
く
て
も
、悔
い
は
少
な
い
。」と
い
う
強
い
確
信
、

さ
ら
に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
大
き
い
大
会
へ
臨
む
際
の

勇
気
と
覚
悟
な
ど
か
ら
、
日
本
体
育
大
学
で
第
58
回
・
第
59
回

箱
根
駅
伝
に
お
い
て
、
山
上
り
の
5
区
を
2
年
連
続
の
区
間
賞

と
６
年
ぶ
り
の
区
間
新
記
録
を
樹
立
、
そ
し
て
日
体
大
チ
ー
ム

が
心
を
一
つ
に
し
て
、
9
回
目
の
総
合
優
勝
と
い
う
歴
史
に
残

る
結
果
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
主
将
の
私
と
し
ま
し
て

は
、
有
終
の
美
を
飾
る
こ
と
が
で
き
、
心
の
財
産
や
宝
物
で
あ

り
ま
す
。
在
校
生
の
み
な
さ
ま
に
は
、
伝
統
の
灯
火
を
絶
や
さ

ぬ
よ
う
、
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
、
元
気
・
勇
気
・
感
動
を

届
け
る
勇
姿
（
走
姿
顕
心
）
を
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
母
校
「
高
商
」
が
よ
り
い
っ
そ
う
飛

躍
発
展
い
た
し
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

『
微
差
大
差
』
は
、
私
が
座
右
の
銘
に
し
て
い
る
も
の
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
を
支
え
る
高
商
ス
ピ
リ
ッ
ツ

微
差
大
差

株式会社カワイ　
代表取締役

平成 3年卒
河合 伸一郎

昭和 39年卒
故 河合 政弘
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今
年
は
ま
た
総
会
の
日
程
が
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
、会
費
の
お
振
込
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

〒103-0007  東京都中央区日本橋浜町1丁目1番12号（プラザANSビル7階）㈱全日警ビルサービス内 紫雲会東京支部事務局　　03（5820）9123

が
ん
ば
れ
現
役
後
輩
達
‼

東
京
支
部
長

堀

眞
英

﹇
昭
54
年
卒
﹈

ご挨拶高
松
商
業
時
代
の
思
い
出
を
語
り
合

い
、後
輩
生
徒
の
活
躍
を
応
援
す
る
集
い
。

健
康
で
ま
た
１
年
元
気
で
頑
張
れ
る
活
力

を
蓄
積
出
来
る
場
所
が
紫
雲
会
で
す
。

卒
業
後
、
社
会
で
疲
れ
た
心
を
癒
せ
る
と

こ
ろ
も
又
紫
雲
会
で
す
。

是
非
、
紫
雲
会
に
「
お
い
で
ま
い
」
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

堀眞英
支部長
昭54年卒 城内中

野球部時代の主将よろしく彼のキャプテン
シーに皆が手弁当で参加応援する。

成田 親王
常任理事会議長
昭54年卒 山田中

皇族みたいな名前だが、シンゴと読む。
酒・煙草をせず流石に元製薬会社幹部。

尾﨑 行雄
親睦交流副委員長
昭49年卒 玉藻中

三千㍍級の登山をこよなく愛し、又、ゴル
フ幹事長でもある。

山地 敏弘
表彰検討委員長
昭54年卒 桜町中

テニス部。電車の乗り過ごしが得意な憎み
きれないろくでなし！

大谷純正
監事
昭54年卒 光洋中

サッカー部。ゆっくりなしゃべりが特徴と
農園で野菜作りを楽しむ。

間瀬(大塚)理絵
昭54年卒 龍雲中

弓道部。支部同世代のマドンナ！最近、弓
道を再開したそうな。

須田 賢二
年次幹事委員長
昭56年卒 協和中

野球部。皆に愛されるキャラ。典型的な阪
神タイガースファン。

太田 郁治郎
ＨＰ委員長
昭56年卒 桜町中

応援部。実は紫雲会参加歴が古参です。

谷村(松本)祥子
監事
昭56年卒 玉藻中

速記部　歌舞伎・浮世絵を愛する今風べら
ぼうな女性。

田中範子
昭56年卒 一宮中

剣道部　総会の司会を担当。日本酒のお店
の女将と役者の二刀流。

池下高広
年次幹事副委員長
昭57年卒 牟礼中

サッカー部　声の大きさとドライバーの飛
距離は天下一品。

野球部　実は全日空のパイロットになるの
が夢だった。今は髙商倶楽部東京支部長。

山崎剛
平５年卒 玉藻中

野球部　紫雲会東京支部の期待の大型新
人。今も草野球日本一を目指す。

丸尾恭久
事務局
昭54年卒 紫雲中

写真部　限りなくディスコ(キサナドゥやレオ
パルド・キャット)を愛する超ナンパ人間。

全国大会出場お祝い▶
バスケ男子／
吹奏楽部／

女子バレーボール

◀老体に鞭打つ
　事務局運営陣

三嶋俊人
昭58年卒 長尾中

Members東京支部新運営メンバーのご紹介

場 所

会 費 10,000円

KKR ホテル東京

お問合せ先 03-5820-9123 全日警ビルサービス内 紫雲会東京総会事務局

12:00～開始7月11日 土 受付は11:30より開始

令和8年度東京支部 総会のご案内

（東京都千代田区大手町1-4-1）

会場：KKRホテル東京　11階 孔雀の間

H25年卒以前 5,000円H26年卒以降

学生は
無料

靖国通り

皇居

外堀通り

白
山
通
り

本
郷
通
り

内
堀
通
り

神保町 小川町

大手町

竹橋
丸紅
●

●気象庁

三井生命ビル●

パレスサイド●
ビル

KKR ホテル東京
11階 孔雀の間

都営新宿線S

都営三田線I

神保町駅 A9出口

東西線T

竹橋駅 3ｂ出口直結

千代田線C

大手町駅 C2出口

直結
3分

徒歩
7分

徒歩
7分

首都高速都心環状線
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大
阪
支
部
だ
よ
り

東
京
支
部
だ
よ
り

今
は
高
座
で
笑
い
を
と
る
、

元
た
か
し
ょ
う（
高
商
）生

・

・

『
紫
雲
会
T
I
M
E
S
』

2
回
目
の
発
刊
に
つ
い
て

平成 19年卒

上方落語家
桂 福枝（大畑 雄太）

　
こ
の
度
は
、
紫
雲
会
T
I
M
E
S
御
発
刊
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
落
語
会
で
は
、
高
商
関
係

者
の
皆
様
の
、い
つ
も
力
強
い
応
援
に
助
け
て
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
自
己
紹
介
遅
れ
ま
し
た
が
、
大
阪
、
地
元
香
川
を
中

心
に
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
、
上
方
落
語
家
の
桂
福

枝（
か
つ
ら
ふ
く
し
）で
す
。
私
は
2
0
0
7
年（
平
成

19
年
）3
月
に
高
商
英
語
実
務
科
を
卒
業
し
、
今
年
で

早
20
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
高
商
卒
業
後
、
高
予
備
に一
年
進
学
？
し
、

分
か
り
や
す
く
言
い
換
え
た
ら
、一
浪
し
、
国
立
千
葉

大
学
で
法
律
を
学
び
、
大
学
で
落
語
研
究
会
に
入
り
、

人
生
の
ほ
う
が
く（
方
角
？
法
学
？
）を
間
違
い
、
大
学

卒
業
後
、2
0
1
2
年
5
月
に
師
匠
、文
福
に
入
門
し
、

入
門
時
の
芸
名
は
、
師
匠
か
ら
、お
世
話
に
な
っ
た
方
へ

の
恩
返
し
、
落
語
界
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
に
な
る
べ
く「
恩

狸
」（
お
ん
り
）と
名
付
け
て
頂
き
、
2
0
2
3
年
10
月

に「
福
枝
」（
ふ
く
し
）に
改
名
し
、
名
前
の
通
り
、
福
祉

（
ふ
く
し
）活
動
に
力
を
入
れ
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャッ
プ
、

プ
ル
タ
ブ
、ベ
ル
マ
ー
ク
等
の
回
収
し
、
献
血
は
1
9
7

回（
2
0
2
6
年
4
月
現
在
）を
数
え
、
昨
年
香
川
県

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
1
日
所
長
に
な
り
ま
し
た
。こ

と
で
ん
バ
ス
さ
ん
と
協
力
し
、
2
0
2
4
年
9
月
か
ら

は
全
国
で
は
珍
し
い
、
落
語
家
に
よ
る
、バ
ス
車
内
で
、

バ
ス
乗
車
マ
ナ
ー
の
お
願
い
、
屋
島
の
観
光
案
内
を
お

伝
え
す
る
放
送
を
し
て
お
り
ま
す
。
毎
日
、
私
の
声
が

流
れ
な
が
ら
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
一日
も
早
く
故
郷
へ
恩
返
し
出
来
る
よ
う
後
輩
の
皆

様
の
ご
活
躍
に
負
け
ず
、
今
後
も
落
語
道
に
精
進
し
、

一生
懸
命
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
平
素
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
阪

支
部
長
の
外
山
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
紫
雲
会
タ
イ
ム
ズ
2
回
目
の
発
刊
と
い

う
こ
と
で
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
紫
雲
会
は
、
本
部
、
大
阪
、
東
京
と
3
地
区
に
別

れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
内
容
が
違
っ
て
い
る
と

は
思
い
ま
す
。
我
母
校
の
高
松
商
業
高
校
の
支
援
や

本
会
員
の
皆
様
の
た
め
の
活
動
に
注
力
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
活
動
内
容
が
、
紫
雲
会
タ

イ
ム
ズ
で
全
体
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
会
員
に
お

き
ま
し
て
は
、
大
変
楽
し
み
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
大
阪
支
部
の
行
事
と
致
し
ま
し
て
は
、
毎
年
1
月

に
新
年
会
、
3
月
セ
ン
バ
ツ
出
場
の
際
は
、
激
励
会
実

施
、
チ
ケ
ッ
ト
配
布
と
応
援
、
6
月
定
期
総
会
、
8

月
は
夏
の
甲
子
園
出
場
の
際
は
、激
励
会
実
施
、チ
ケ
ッ

ト
配
布
と
応
援
並
び
に
ヨ
ッ
ト
総
体
（
和
歌
山
）
応

援
の
他
、
随
時
関
西
地
区
で
出
場
さ
れ
る
部
の
応
援

活
動
に
注
力
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
同
好
会
に
よ
る

活
動
に
も
支
援
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
会
員
の
皆
様
が
参
加
し
や
す
い
総
会
や

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
参
加
人
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

と
、
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
い
世
代
の
方
の
参
加
を
推

進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
『
若
い
世
代
の
参
加
無
く
し
て
繫
栄
無
し
』
と
肝
に

銘
じ
て
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

共
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭和 50年卒

大阪支部 支部長
外山 公一

Osaka
Photo

Album
2026

インターハイ
応援

ゴルフコンペ

卓球大会 大阪支部HPは
こちらから

創立75周年　定期総会

新年会

書道部応援
東京支部HPは
こちらから



卒年 氏 名
プレミアム会員

年会費は紫雲会HPからでも決済可能です。是非ご活用ください。年会費納入者 HPはこちらから▶

行事予定は
こちらから▼

一般会員

株式会社

Healthy Meat Lifeを創造する

本社：香川県高松市栗林3-11-28　TEL.087-833-2991（代）
工場：香川県高松市国分寺町国分890-1　TEL.087-874-6666（代）

株式会社協同ミートプロダクト
香川県高松市国分寺町国分 890-2   TEL.087-874-2222

株式会社デリシャスプラン
香川県高松市国分寺町国分 890-1   TEL.087-816-1200

有限会社クリキ興産
香川県高松市栗林町 3-11-28   TEL.087-833-2992

KA
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AI
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P
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紫雲会年会費の納入のご協力ありがとうございました。引き続き会費納入と寄付金のご協力をよろしくお願いします。

代表取締役社長　河合 伸一郎（平成３年卒） 代表取締役副社長　河合 弘太郎（平成４年卒）
故　河合 政弘（昭和39年卒）

S 3 4
S 3 5
S 4 2
S 4 3
S 4 4
S 4 6
S 4 7
S 5 0
S 5 1

國 木 　 正 俊
十 河 き み 子
小 竹 　 　 進
吉 本 　 和 美
國 方 　 美 紀
松 野 　 誠 寛
南 　 　 敬 子
平 田 真 由 美
中 筋 　 政 人

卒年 氏 名

赤 沢 　 正 則
石 田 　 万 盛
松 本 　 静 香
石 井 　 一 嘉
中 橋 　 政 彦
田 澤 香 緒 里
田 澤 　 修 司
木 村 　 構 作
多 田 健 一 郎
國 方 　 伸 一

S 5 7
S 5 7
S 6 0
S 6 1
S 6 2
S 6 3
H 2
H 3
H 5
H 8

卒年 氏 名

大 畑 　 雄 太

小 倉 　 勝 行
柏 原 　 正 弘
木 太 　 義 治
橋 本 　 義 弘
岩 澤 　 正 幸
東 原 　 　 實
久 保 　 美 伸

H 1 9

S 2 9
S 2 9
S 3 2
S 3 2
S 3 4
S 3 5
S 4 0

卒年 氏 名

矢 野 　 健 二
竹 本 　 　 勝
白 井 　 美 昭
矢 野 　 佳 子
松 尾 　 民 子
永 井 　 孝 志
松 本 　 安 典
小 川 　 秀 憲
高 島 　 光 昭
佐 野 　 秀 隆

S 4 3
S 4 3
S 4 3
S 4 4
S 4 4
S 4 4
S 4 4
S 4 6
S 4 6
S 4 9

卒年 氏 名

松 下 　 晶 紀
今 雪 　 博 司
森 野 　 洋 二
花 田 千 万 里
石 井 　 浩 充
上 久 保 雅 文
中 西 　 　 章
齊 藤 　 良 紀
入 口 孝 一 郎
都 築 　 信 行

S 5 0
S 5 1
S 5 3
S 5 3
S 5 4
S 5 4
S 5 4
S 5 6
S 5 7
S 5 9

卒年 氏 名

松 原 　 康 頼
坂 下 　 典 子
藤 澤 　 　 晃
矢 野 美 奈 子
越 智 　 克 也
町 田 　 仁 美
中 野 圭 一 郎
吉 田 　 明 博
中 谷 　 俊 貴
吉 田 登 紀 枝

S 5 9
H 2
H 2
H 2
H 3
H 3
H 6
H 6
H 8
H 9

卒年 氏 名

川 田 　 一 作
住 谷 　 篤 志
平 田 有 一 郎
塚 田 　 真 也
丸 山 　 大 地
帰 耒 　 　 宏
杉 山 　 俊 行

H 9
H 9
H 1 1
H 1 5
H 1 6
H 2 1
H 2 3

有限会社  山下畳商店
山下明宏（平成13年卒）

〒769-0101  高松市国分寺町新居1649-5
TEL 087-874-0102

nobuchin460401@gmail.com 　087-806-0066
090-7624-7252  〒761-8079高松市仏生山町乙44番地

合同会社松野不動産へ変身 生涯現役

〒761-8075  高松市多肥下町1519-5
TEL（087）867-7672㈹　FAX（087）865-6436

代表取締役会長　若松 茂行（S51年卒）

本格的な和室から、
可愛いカッコいい畳まで
あなたの和室替えて魅せます。

（令和 8 年より 4/1～3/31　期の変更しています。）

紫雲会本部では、総会および学校行事以外で下記のイベントを開催しています。
次回開催案内および参加申込みについては、紫雲会ホームページをご覧ください。
同窓生で集い、大いに盛り上がりましょう。

2025 年度は気軽に大阪万博を楽しんで頂こう♪とコトデ
ンバスさんの協力を得て「大阪万博バスツアー」を企画開
催いたしました。今回は高松商業の卒業生限定また女性限
定ではなく、お友達やご家族の皆様をお誘いしていただき、
総勢23名の参加者となり万博を一日中満喫できました。

開催日時／2026年11月7日（土）11時30分～ 
開催場所／仏生山カフェ・ド・りの
今年度は落ち着いた場所で、のんびりと楽しいおしゃべり
タイムをと思い、高商OGが経営されているカフェにて開催
致します。毎回、世代を超えて友好の輪を広げ【楽しく、参
加しやすい女子会を】を心がけて企画していますので、気
楽に参加いただければと思います。担当者一同心よりお待
ちいたしております♪

今年度は2年振りのみんなの同窓会を開催することとなり
ました。前回は約100名の方がご参加いただきました。今
年も大勢の方に御参加いただき、年代を超えたOB・OG
同士の絆を深めながら、楽しいひとときを過ごしていただ
ければと思っております。ぜひ皆様お誘い合せの上、ご参
加下さい。

昨年は33名の方に御参加いただき、盛大に開催できまし
たことを嬉しく思います。
今年は11月と気候のいい時期に開催致しますので、昨年
以上の方の御参加をお待ちしております。気持ちよくプレー
を楽しみながら、OB同士の親睦を深めていただければと
思いますので、ぜひ皆様お誘い合せの上、ご参加下さい。

第 6 回女子会　大阪万博バスツアー

開催日時／ 2026 年 7 月 24 日（金）19 時開始
開催場所／ JR クレメントホテル１Fレストランヴァン
料　　金／ 6,500 円（税込み）
開催内容／最大 130 名まで可能な会場になります。
　　　　　松野会長の乾杯で始まり、懇親を目的とした

内容で行います。
　　　　　ビッフェ形式で飲み放題プランです。

開催日時／ 2026 年 11 月 7 日（土）7時 50 分スタート
開催場所／高松グランドカントリークラブ
　　　　　7組、7組の計 14 組予約しております。
　　　　　（前回、5組、4組の計 9組でした）

みんなの同窓会

ゴルフコンペ

紫雲会イベント情報

○第7回女子会　開催案内

○第2回紫雲会ゴルフコンペ
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協賛広告を募集しています。詳しくは各支部までお問い合わせください。

創業40年松野不動産株式会社から
主役 松野 誠寛（昭和46年卒）のまま




